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■従来型授業           □単位取得予約型授業 

実施形態 対面授業 大学等名 ノースアジア大学 

科目名 
(ｻﾌ゙ ﾀｲﾄﾙ)     

〔29〕心理学で命を守る 
（サイコパスから災害まで） 

科目担当者 
（学部・学科・職・氏名） 

法学部 法律学科 

准教授 瀧澤 純 （計1名） 

授業概要 
身近にある事件、事故、災害。このような危険から自分や誰かを守るために、危険をとりまく

「人の心理」に着目することが有効です。身近な人間関係だけでなく、情報やメディアなど、

世の中についても考える授業です。 

授 業 方 法 

と 留 意 点 

2020年度冬の「自分を守り、誰かを守る心理学」の一部を変更した授業です。その場での

実験やアンケートなど、体験する時間が多くあります。筆記用具を持参してください。 

授  業  計  画 

【募集定員人数６０名】先着順で募集を締め切ります 

＜１０月２２日（土）13：20～14：50＞ 

第１講：「サイコパスから命を守る」 

よくあるサイコパス診断は間違っています。心理学による本物のサイコパステストを行いましょう。共感性をキ

ーワードにして、心や命、権利や犯罪について考えます。 

 

＜１０月２２日（土）15：00～16：30＞ 

第２講：「攻撃から命を守る」 

暴力、いじめ、差別はどこで起こるかわかりません。恋愛関係の暴力、子どもやペットへの躾と虐待、暴力的な映

像の影響、体罰の基準、いじめの構造、差別と逆差別などを学びます。 

 

＜１０月２９日（土）13：20～14：50＞ 

第３講：「ミスコミュニケーションから命を守る」 

誤解はケンカを生み、ときには裁判沙汰の原因にもなり、医療事故や航空機事故をも引き起こします。絵やジェス

チャーで表現する実験をしながら、誤解の心理を理解しましょう。 

 

＜１０月２９日（土）15：00～16：30＞ 

第４講：「災害から命を守る」 

災害に関するクイズに挑戦しながら、避難や救助、噂への対処、メディアや報道のあり方、法令について学びます。

災害心理学を知って、自分や誰かの命を救える人になってください。 

 

その他  

テキスト 特にありません。必要に応じて資料を配布します。 

参考文献 授業中に紹介します。 

関連科目 
公共、公民（現代社会、倫理、政治・経済）、犯罪心理学、法心理学、認知科学、憲法、民法、

刑法、刑事政策 

開講日時 
10/22（土） 10/29（土） 

13：20～14：50 15：00～16：30 13：20～14：50 15：00～16：30 

会場 カレッジプラザ （秋田市中通２丁目１-５１ 明徳館ビル２階） 

欠席連絡先 
ノースアジア大学 

電話：018-836-1336（平日9：00～17：00） E-mail: kyomu@nau.ac.jp 

緊急連絡先 （当日緊急の場合のみ）科目担当者E-mail：takizawa@nau.ac.jp 


